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技術・家庭科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

ア イ 

 基礎的な知識・技能を身に付けて、生活の課題を解決する力を付け

る。 

 よりよい生活や持続可能な社会に向けて、工夫し創造する力を付け

る。 

 

 児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施時

期 

成果検証（２月） 

第１学年 

 

 

 

・興味・関心や、家庭生活の中での体験

の差が大きい。ア 

・作品づくりの中での工夫や創造が苦

手な生徒が多い。イ 

・生活に結びついた具体的な事例をあげる。実物

物や写真など視覚的な教具を多く用いる。ア 

・木工作品の製作で、自己表現ができる題材を取

り上げる。イ 

・通年 

 

・９月～１２月 

 

第２学年 

 

 

 

・実習では話を聴いて、よく取り組むが

基本的な技能に差がある。ア 

・作品の説明書を読み取るのに時間が

かかる。 その他 

・実習見本を用意する。個別指導を行う。ア 

 

・専門用語は、わかりやすくかみ砕いて説明す

る。その他 

・１１月～２月 

 

・通年 

 

第３学年 

 

 

 

・基礎を生かした応用課題になると苦

手とする生徒が多い。ア 

・実習課題で自ら進んで工夫すること

が苦手な生徒が多い。イ 

・プリント学習で、基礎の定着から応用課題への

反復を行う。ア 

・簡単な応用例を示したり、アイデアを引き出し

たりすることを助言する。イ 

・通年 

 

・１０月～２月 

 

 

■主体的・対話的な学習活動について 

１年 班での意見交換を行う。 

２年 班での意見交換や、教え合い活動を行う。 

３年 班での意見交換や、教え合い活動を行う。 

■授業の終末の工夫 

１年 授業の振り返りと学習ノートの記入。 

２年 授業の振り返りと学習ノートの記入。 

３年 授業の振り返りと学習ノートの記入。 

 

 

技術・家庭 


